








【要約】視運動性刺激を用い,正常者(2～42 歳)67 名について視運動に関する認知発達を

みた。正常児では加令と共に急速に KEY 押し反応時間が短縮し 13 歳頃には正常成人と変

わらない反応時間になった。視空間認知障害(9 例)および精神発達遅滞児(8 例)では同年

齢の正常児に比べ KEY 押し反応時間は遅かった。この原因として視覚認知および運動面の

障害が考えられた。


